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錦81号＿1一
1輔輔購

人口50，274

　男25，969

　女26，505
世帯敷　　9，669

』
■
■
■
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■
厘
冒
■
聾
，
曜
　
　
『
，

固定資産税（第2期）

市
の
農
業
委
員
決
ま
る

転
機
に
あ
る
農
政
を
担
当

…
去
る
七
月
十
五
日
行
わ
れ
ま
し
た
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
㎜

㎜
吉
田
地
区
と
水
沢
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
定
数
一
名
の
守
候
補
超
過
と
㎜

㎜
な
り
投
票
が
行
わ
れ
、
他
地
区
は
定
数
で
無
投
票
当
選
と
な
り
二
…

㎜
十
六
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
他
十
五
日
の
臨
時
市
議
会
で
議
㎜

…
会
か
ら
選
ば
れ
る
も
の
五
名
が
決
り
、
各
農
協
、
共
済
か
ら
十
名
、
　
㎜

…
計
四
十
一
名
が
決
り
ま
し
た
、

近
年
舶
次
産
業
か
ら
第
二
次
産
業
に

経
済
の
流
れ
が
移
行
し
．
第
一
次
産

業
の
農
業
が
経
済
の
曲
り
角
に
遵
遇

し
、
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
国

を
ト
げ
て
重
要
課
題
と
な
っ
て
来
て

お
り
ま
す
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

農
業
基
本
法
の
施
行
と
瓶
り
農
業
構

造
改
醤
事
業
の
推
進
期
を
控
え
日
本

の
農
業
が
大
き
く
そ
の
経
営
構
造
を

変
革
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
．
ご

の
大
事
な
時
を
迎
え
農
政
の
全
般
を

背
負
っ
て
進
ん
で
行
か
ね
ぱ
な
ら
な

い
農
業
委
員
会
の
運
営
に
、
皆
様
の

代
表
が
こ
＼
に
新
た
に
選
ば
れ
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
．

、
選
挙
に
よ
り
選

ば
れ
た
も
の

十地
日区
町「別

ノll

治

中六

条箇
当
選
者
　
　
年
令
　
備
考

庭
野
栄
作

根
津
　
　
茂

池
田
善
平

湯
川
正
夫

遠
田
金
市

柳
長
一
郎

大
熊
徳
太
郎

藤
木
元
一

水
落
慶
二

樋
熊
秀
図

田
村
平
八
郎

（
玉
む

（
一
ε

（
岬
）

（
四
。
）

（
一
ε

（
五
四
）

（
寿
）

（
三
六
）

（
四
。
）

（
四
一
）

Q
ハ
一
）

現現現現新元現新現現新

［
国
国

水
沢
小
の
校
舎
再
建

　
　
　
　
下
条
小
屋
体
改
築
な
ど

一
嘉

［
の
復
旧
に
つ
い
て
は
近
く
指
名
競
争

　

一
入
札
の
う
え
、
着
工
、
一
方
下
条
小

一
屋
体
は
随
意
契
約
で
、
生
研
建
設
に

皿
よ
り
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

τ
た
◎

〒

　
十
円
町
市
第
四
回
臨
時
市
議
会
は

十
五
日
午
前
十
時
か
ら
開
き
協
議
亭

項
と
し
て
、
さ
き
に
焼
け
た
水
沢
小

学
校
八
教
室
の
再
建
と
下
条
小
屋
内

体
操
場
（
十
間
×
二
十
間
）
の
建
設

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
水
沢
小

納期7月31日

条

水

沢

山
田
　
正
吉
　
（
四
〇
）

佐
婚
博
一
　
（
一
」
）

児
玉
　
伝
吉
　
（
五
〇
）

太
田
毒
雄
（
評
）

尾
身
　
正
徳
　
（
∬
）

米
山
　
豊
平
　
（
五
五
）

近
藤
宗
一
（
五
六
）

小
島
　
雅
雄
　
（
五
六
）

樋
口
　
武
（
四
八
）

富
井
　
武
正
　
（
四
〇
）

藤
田
市
郎
へ
一
一
ε

金
沢
　
六
平
　
（
三
五
）

飯
塚
長
利
（
五
五
）

　
　
　
井
口
　
亀
男
　
（
五
七
）
新

　
　
　
佐
藤
　
邦
芳
　
（
玉
o
）
新

二
、
議
会
か
ら
選
ば

れ
た
も
の

　
　
　
　
　
佐
藤
利
雄
　
（
三
六
）
新

　
　
　
　
　
玉
田
　
慶
松
　
（
五
六
）
新

現
，
　
　
　
山
田
正
邦
（
五
四
）
元

新　
　
　
　
　
柳
宗
平
（
五
六
）
現

新　
　
　
　
　
丸
山
　
尚
政
　
（
四
。
）
新

皿
三
、
農
協
か
ら
選
ば

新

｝
れ
た
も
の

現

㎜
＋
昆
中
埜
勇
三
郎
（
七
。
）
現

現　
一
　
中
　
条
樋
口
　
　
清
　
（
六
四
）
現

　
下
条
村
山
儀
作
像
二
）
現

元新

天
沢
金
沢
喜
孝
（
、
、
、
六
）
現

新
　
㎜
川
治
小
林
正
俊
（
手
）
現

新　
㎜
六
　
箇
　
俵
山
保
太
郎
　
（
玉
九
）
　
現

新

習
田
岩
田
好
雄
（
五
二
）
現

新新　
一
南
部
尾
身
武
志
（
四
九
）
新

ー
住
宅
統
計
調
査

十
月

　
住
宅
統
計
調
査
は
、
住
宅
お
よ
び

そ
の
居
住
世
帯
に
つ
い
て
の
実
態
を

は
梶
し
て
、
現
下
の
住
宅
状
況
お
よ

一び
住
宅
事
情
の
推
移
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

し
、
住
宅
関
係
諸
施
策
の
立
案
実
施

一
に
必
饗
統
計
慈
よ
2
す
る
も

互
す
．

一
　
こ
の
調
査
は
昭
和
＝
十
三
年
以
来

一
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
置

ぞ
、
今
回
の
調
査
は
そ
の
第
四
回
目

秀
た
昊
す
．
調
査
の
期
日
は
昭

一
和
三
十
八
年
＋
月
一
円
を
調
査
期
日

一
と
し
て
行
い
、
調
査
の
範
囲
は
全
国

の
昭
和
三
十
五
年
国
勢
調
査
区
約
四

十
五
万
調
査
区
の
う
ち
、
平
均
八
分

の
一
に
あ
た
る
約
五
万
五
千
馨
区
一

七
月
　
　
　
海
万
面
で
気
圧
の
高
く
な
る
傾
向
並
み
、
日
照
は
多
少
、
少
な
目
の

【
下
旬
概
況
】
　
つ
ゆ
は
こ
の
が
あ
り
、
小
笠
原
高
気
圧
の
本
邦
見
込
み
で
す
．

頃
明
け
る
見
込
み
で
す
。
つ
ゆ
明
え
の
、
張
り
出
し
は
持
続
せ
す
、
天
　
【
九
月
概
況
】
　
天
気
は
比
較

け
後
の
こ
の
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
よ
い
見
込
み

間
は
お
＼
む
ね
北
陸
地
方
今
後
の
気
象
状
況
　
で
す
が
・
下
旬

夏
型
の
天
候
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
気
温
が
低
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
地
方
気
象
台

多
い
見
込
み
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
り
ま
し
よ

削
の
平
均
気
温
も
高
臼
で
し
よ
う
　
気
は
変
り
や
す
い
で
し
よ
う
。
　
う
。

ま
た
降
水
量
は
少
な
目
、
日
照
は
　
　
気
温
は
中
旬
に
一
時
低
目
と
な
　
　
月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
み
、

多
目
の
見
込
み
で
す
．
　
　
　
　
　
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
平
均
で
は
　
降
水
量
は
や
》
少
な
く
、
ま
た
日

【
八
月
概
況
】
オ
ホ
ー
ッ
ク
平
年
並
み
、
ま
た
降
水
量
も
皿
－
年
照
は
や
＼
多
い
見
込
み
で
す
．

ハ

㎝
四
、
農
菜
共
済
か
ら

一
選
ば
れ
た
も
の

皿
『
十
日
町
小
宮
山
達
男
（
♂
）
現

水
　
沢
　
金
沢
　
常
勇
　
（
七
四
）
現

　
以
上
四
十
一
名
の
メ
ン
バ
ー
が
決

り
ま
し
た
。
任
期
は
昭
和
四
十
一
年

七
月
十
九
日
で
す
。

等
を
調
査
致
し
ま
す
．

　
今
回
の
調
査
特
徴
は
次
の
よ
う
な

π
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
．

一
①
今
後
の
住
宅
建
設
計
画
に
お
い
て

　
は
、
住
宅
の
質
の
同
上
が
主
要
な

　
課
題
と
な
る
た
め
、
住
宅
の
質
的

　
な
特
性
を
は
握
す
る
事
項
と
し

一
　
て
、
あ
ら
た
に
炊
事
用
燃
料
の
種

ロ

一　
類
、
給
水
設
備
の
種
類
．
浴
そ
う

　
の
有
猟
な
ど
を
調
査
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

②
建
築
の
時
期
別
に
み
た
住
宅
の
規

　
模
、
構
造
な
ど
の
推
移
を
明
ら
か

　
に
し
て
、
今
後
の
住
宅
関
係
施
策

　
立
案
の
指
針
と
な
り
ま
す

③
都
市
に
翁
け
る
宅
地
の
状
況
を
明

「
　
ら
か
に
し
て
、
住
宅
の
敷
地
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
積
お
よ
び
敷
地
の
販
得
の
状
況
に

　
漏
す
る
事
項
を
調
査
し
ま
す

一
④
纏
難
蟹
麗
髄

　
け
る
地
域
別
の
住
宅
整
備
計
画
の

　
資
料
と
す
る
た
め
、
全
国
、
都
道

　
府
県
、
市
部
、
郡
部
な
ど
の
ほ
か

　
人
口
＋
万
以
上
の
市
に
つ
い
て
も

　
各
市
別
に
結
果
を
出
し
ま
す

③
結
果
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
基

　
本
的
な
住
宅
統
計
の
充
実
を
は
か

　
る
と
と
も
に
、
住
宅
建
設
促
進
に

　
関
す
る
諸
施
策
立
案
の
資
料
と
す

　
る
た
め
、
建
築
の
時
期
別
に
み
た

　
統
計
お
よ
び
借
家
に
関
す
る
統
計

　
等
の
充
実
が
は
か
ら
れ
ま
す
．

吉
）
は
妻
ヒ
ノ
ヱ
さ
ん

・
◎
七
月
一
日
稲
葉
丸
山
工
務
所
（
社

長
、
丸
山
松
平
）
は
父
寿
三
郎
さ
ん

の
御
逝
去
に
よ
る
香
典
返
し
と
し
て

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
五

万
円
を
寄
附
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

日

を
無
作
為
抽
出
し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
事
項
は

①
す
べ
て
の
住
宅
．
お
よ
び
人
が
居

　
住
す
る
住
宅
以
外
の
建
物
に
つ
い

　
て
（
住
宅
の
種
類
）

②
住
宅
に
つ
い
て
（
住
宅
の
所
有
の

　
関
係
、
建
築
の
時
期
、
延
べ
面
積

　
等
）

”
③
一
戸
建
お
よ
び
長
屋
建
住
宅
の
敷

　
地
に
つ
い
て
（
敷
地
面
積
、
敷
地

　
の
所
有
の
関
係
等
）

④
世
帯
に
つ
い
て
（
世
帯
の
種
類
、

　
世
帯
主
氏
名
、
世
帯
人
員
、
世
帯

が
使
用
す
る
居
住
室
の
室
数
お
よ

び
畳
数
）

き
」
『
」
『
…
盧
『
5

信
号
機
が
お
め
み
え

　
　
　
　
　
　
交
通
規
則
を
守
ろ
う

　十日

町
而
本
町
三
丁
目
交
叉
点
に

信
号
機
が
新
設
さ
れ
、
去
る
†
日
の

交
通
安
全
宣
言
日
に
点
灯
し
横
断
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
信
号
機
は

五
十
二
万
円
で
県
が
＝
十
六
万
円
地

元
二
十
六
万
円
（
う
ち
市
十
｝
万
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
安
全
協
会
、

運
転
者
協
会
各
五
万
円
）
の
負
担
で

取
り
付
け
た
も
の
で
変
通
安
全
に
大

い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
．
信
号
は
【
赤
】
は
止
ま
れ
、

　
【
黄
色
】
は
注
意
、
　
【
青
】
は
進
め

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
日
が
浅
い

こ
と
か
ら
信
号
機
の
あ
る
の
を
知
ら

　一
す
、
信
号
覆
の
横
断
が
曼
け
ら

一
れ
ま
す
の
で
、
「
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、

ロ

舌
町
の
セ
ン
タ
｝
ロ
ス
に
は
信

㎝
号
機
が
取
り
付
げ
ら
れ
た
こ
と
を
御

蕗
下
さ
い
」
そ
し
て
葎
あ
る
交

蓼
実
施
し
ま
し
ょ
う
．

＝
毒
藝
れ
奪
機
】

社
会
福
祉
事

業
に
寄
附

．
◎
来
る
五
月
二
十
三
日
本
町
一
丁
目

山
田
屋
金
物
店
（
社
長
、
村
山
謙

一
文
化
講
演
会

「一
1
、
期
自
　
六
月
二
十
七
日
（
土
）

一
夜
七
時
三
十
分
か
ら

一
2
、
場
所
公
民
舘
本
舘

｝
3
、
講
師
及
び
演
題

一
▽
新
潟
大
学
法
医
学
教
室
教
授

一
　
山
内
俊
呉
「
犯
罪
の
動
機
と
対
策

一二
ち
い
て
」

一
▽
新
潟
大
学
人
反
学
部
教
授

一
　
斎
藤
悟
郎
「
金
と
人
の
暦
史
に
つ

篤
て
」 ㎜

解
放
農
地
対
象
者
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
該
当
者
は
申
告
を

　
昭
和
二
十
］
年
十
月
二
十
一
日
か

ら
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
五
日
ま
で

の
間
に
、
農
地
等
（
未
墾
地
、
農
用

施
設
を
含
む
）
を
国
に
買
収
さ
れ
た

八
は
買
収
当
時
の
世
帯
単
位
に
買
収

さ
れ
た
農
地
の
内
容
の
詳
細
を
国
に

対
し
て
申
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
．
調
査
申
告
の
要
領
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
れ
の
な
い

中
元
用
資
金
の
融
資
保
証
を

い
た
し
ま
す

1
、
保
証
対
称
県
内
に
店
舗
、
皿
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、

毒
径
霧
所
書
し
、
六
力
一
信
用
組
合
、
中
小
企
業
金
融
公
庫

月
以
上
同
一
事
業
を
営
む
甲
小
企
一
　
国
民
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央

萎
　
　
　
豪
庫
各
奎
店

2
、
融
資
金
融
機
関
県
内
の
一
3
、
保
証
条
件

金

額

一
　
般
　
保
　
証

一
五
＋
万
円
超

一
五
十
万
円
以
下

保
証
料
率
一

五
厘
五
毛

五
．
厘

小
口
特
別
保
証

…
－
⊥

一
企
業
者
従
業
者

五
人
（
商
業
サ
ー

ピ
ス
ニ
人
）
以
下

二
十
万
円
以
下

四
　
厘

卜

⊥

①
金
額
個
人
、
法
人
七
百
万
円
以

　
内

②
期
間
　
原
則
と
し
て
三
ヵ
月
以
内

③
利
率
　
各
金
融
機
関
の
貸
付
刹
率

　
に
よ
る

④
保
証
人
　
若
、
午
名
、
た
だ
し
、
必

　
要
に
よ
り
担
保
を
徴
す
る
こ
と
が

　
あ
る
．

よ
う
申
告
し
て
下
さ
い
。

一
、
申
告
期
日
悶
七
月
一
日
か
ら
七

　
月
三
十
一
日
ま
で

二
、
担
当
廓
務
局
H
十
R
酊
市
農
業

　
委
員
会
（
公
民
舘
）

三
、
申
告
要
領
説
明
会
闘
嘱
託
員
を

　
通
じ
運
絡
済
み

四
、
申
告
用
紙
配
布
畦
説
明
会
場
で

　
配
布
し
ま
す
が
、
欠
席
さ
れ
た
方

　
は
事
務
局
で
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

五
、
申
告
受
付
期
日
∬
各
出
張
所
で

　
個
々
面
接
受
付

一
⑤
保
証
料

｝4
、
受
付
期
間
昭
和
三
＋
八
年

一
　
七
月
一
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

5
、
取
扱
い
窓
口
協
会
本
、
支

皿
所
金
融
機
関
、
覆
所
、
商
工
会
一

一
議
所
、
商
工
会

一
　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所

一
商
工
課
へ
葡
間
合
せ
下
さ
い
。

下
条
地
区

中
条
地
区

＋
円
冊
地
区

川
治
地
区

六
箇
地
区

吉
田
地
区

水
沢
地
区

七
月
二
†
六
日

七
月
二
十
一
一
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
＋
五
日

七
月
二
＋
五
日

七
月
二
＋
六
日

七
月
三
＋
日

　被買

収
者
（
申
告
者
）
の
便
宜
を

は
か
る
た
め
各
出
張
所
（
十
日
酊
、

川
治
地
区
は
公
民
舘
）
に
買
収
計
画

等
資
料
を
備
え
，
協
力
昌
が
お
世
話

致
し
ま
す
の
で
ご
活
用
下
さ
い
．

　
　
　
（
市
役
所
農
業
委
員
会
）

r
2
＝
3
一
一
置
＝
電
＝
＝
冒
一
一
冒
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
寓
一
＝
＝
一
＝
昌
＝
冒
竃
霊
胃
3
－
＝
一
－
一
冒
雷
冨
一
一
＝
胃
旨
＝
一
一
一
一
2
ロ
3
錫
閥
置
置
■
■
罵
謬
臓
■
階
●
f
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▼▼

自
衛
官
採
用
試
験

長
岡
試
験
場

日
　
時
…
…
七
月
二
十
三
日
　
午
前
九
時

場
所
…
…
長
岡
厚
生
会
舘

十
日
町
試
験
場

日
　
時
…
…
七
月
二
十
八
日
　
午
前
九
時

場
所
…
…
十
日
町
保
健
所

当
日
試
験
場
で
も
受
付
ま
す

”
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
長
岡
出
張
所
“

ポ
一
露
冒
露
一
＝
＝
留
一
髭
一
，
3
認
呂
＝
一
＝
冨
＝
一
＝
＝
鱒
一
＝
臨
＝
＝
聲
冨
昌
一
3
旨
一
3
＝
＝
＝
一
一
一
＝
＝
昌
一
一
＝
昌
雷
＝
＝
＝
＝
＝
剛
＝
＝
＝
一
一
－
＝
昌
雷
一
＝
旨
F
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腸
＝
富
＝
＝
一
一
＝
昌
＝
一
2
一
＝
＝
置
3
昌
＝
＝
昌
一
一
冒
一
一
一
3
一
冨
富
1
一
器
器
呂
一
旨
騨
＝
＝
昌
昌
＝
一
＝
一
昌
冒
3
一
＝
＝
＝
昌
器
－
＝
＝
＝
＝
一
嗣
一
昌
＝
一
ロ
コ
＝
瞬
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥
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毎
月
五
の
日
に
税
の
相
談

全
国
ど
こ
の
税
務
署
へ
行
っ
て
も
税
務
相
談
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

名
前
を
出
さ
ず
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
幹
部
が
、

い
ろ
く
相
談
に
応
待
致
し
ま
ず
か
ら
、
せ
い
ぐ

．

こ
利
用
下
さ
い
。

（
十
日
町
税
務
署
）

闘

『
ユ
＝
3
＝
3
塁
2
＝
呂
＝
一
＝
－
＝
昌
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
－
＝
昌
昌
＝
＝
＝
＝
帰
＝
3
冒
＝
＝
＝
＝
昌
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
編
呂
一
3
蓄
胃
一
璽
昌
＝
謬
「

ロ
。
一
ヨ
3
器
…
§
§
…
．
…
…
雷
＝
一
3
…
…
一
…
…
…
＝
曹
≡
9
…
一
≡
一
…
…
＝
一
署
…
…
≡
…
≡
…
剛
…
…
…
曇
…
＝
…
｝
臨
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分
壷
七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日

期1
　
納
税
組
合
に
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

税
も
よ
り
の
組
合
に
加
入
し
ま
し
よ
う

得所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

1川川川1川川”i且”川ll川”1川1”18”511

目
…
認
≡
≡
…
≡
一
…
…
3
…
…
§
…
一
≡
≡
5
…
ー
ヨ
≡
≡
一
2
≡
＝
＝
目
≡
§
§
3
筐
7
．

a
8
8
．
B
B
■
8
2
琶
3
置
≡
一
富
一
2
…
目
一
一
一
雷
留
・
目
一
8
日
冒
8
8
巴
腰
謬
冒
§
≡
3
5
3
鵬
器
…
≡
≡
目
…
ロ
＝
闘
一
§
躍
量
農
罵
翫

教
育
長
に

　
　
　
　
中
林
氏

　
松
井
前
教
育
長
の
退
任
に
伴
う
後

…
任
の
教
育
長
は
市
教
育
委
員
会
で
川

治
中
学
校
長
の
中
林
久
豆
氏
（
五
四
）
を

推
せ
ん
、
去
る
六
月
十
八
日
の
第
二

、
回
定
例
市
議
会
の
同
意
を
御
て
七
月

一
日
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

◆
街
を
明
る
く
し
ま
し
よ
う
／

市
警
察
署
、
防
犯
協
会
、
東
北
電
力
で
は
、
明
る
い

住
み
よ
い
郷
土
の
建
設
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
屋
外
灯
の

割
引
き
サ
ー
ピ
ス
増
灯
運
動
を
実
施
中
で
す
。

◆
六
月
一
日
か
ら
＋
月
三
十
一
日
ま
で

◆
特
典
サ
ー
ビ
ス
実
施

　
◎
灯
具
一
式
（
除
ボ
ー
ル
）
　
正
価
一
割
引

　
　
◎
電
気
工
事
費
　
　
標
準
工
事
費
の
一
割
引

　
　
◎
自
動
点
滅
器
　
　
正
価
一
割
引

醜1巳巳o闘

　弱
”質闘

『鳳皿皿1鯛6“鵯1
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ζ
ど
も
を
水
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

七
月
一
日
↓
八
月
三
十
一

暑
さ
も
日
増
し
に
加
わ
っ
て
水
の
恋
し
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
．
毎

年
こ
の
時
期
に
な
る
と
水
銀
柱
が
ぐ
ん
ぐ
ん
昇
る
よ
う
に
、
水
の
犠
牲
者

も
う
ん
と
ふ
え
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
事
故
な
く
、
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
す
ぺ
て
の
親

た
ち
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
毎
年
こ
ど
も
の
水
に
よ
る
事
故
が

多
発
し
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
大
遂
な
問
題

で
あ
り
ま
す
。
水
死
事
故
「
ゼ
ロ
」
に
取
り
組
も
う
。
と
家
庭
も
学
校
も

P
T
A
も
冊
も
そ
の
他
各
団
体
も
｝
体
と
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
総
谷

的
な
水
難
防
止
対
策
を
お
し
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
お
互
い

の
注
意
か
ら
人
命
は
守
れ
ま
す
。
「
水
は
こ
ど
も
の
誘
か
い
魔
」
で
あ
る
・

こ
と
を
忘
れ
す
、
み
ん
な
の
協
力
で
こ
ど
も
を
水
の
犠
牲
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

●
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

　
保
護
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

　
ー
特
に
幼
児
に
は
眼
を
は
な
さ
な

　
い
で
ド
さ
い
ー

▼
用
水
堀
、
小
川
、
お
ふ
ろ
場
の
事

　
故
を
ふ
せ
ぎ
ま
し
ょ
う

●
こ
ど
も
の
み
な
さ
ん
へ

▼
お
と
な
の
注
意
を
す
な
お
に
寄
り

　
ま
し
ょ
う

▼
き
そ
く
を
守
り
事
故
の
な
い
よ
う
『

に
泳
ぎ
ま
し
ょ
う

●
水
泳
の
注
意

①
泳
ぎ
に
行
く
と
き
は
、
必
す
泳
ぎ

　
の
よ
く
で
き
る
人
か
、
ま
た
は
家

　
族
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
行
く
こ
と

②
か
ら
だ
の
ぐ
あ
い
の
悪
い
と
き
や

　
ひ
ど
く
疲
れ
た
と
き
は
泳
が
な
い

　
こ
と

⑧
水
泳
禁
止
区
域
は
も
ち
ろ
ん
、
波

　
の
高
い
海
や
流
れ
の
早
い
川
な
ど

　
で
は
泳
が
な
い
こ
と
．
か
な
ら
す

　
ふ
た
り
組
を
つ
く
っ
て
泳
ぎ
、
ひ

　
と
り
で
は
な
れ
て
泳
が
な
い
こ
と

④
泳
ぐ
前
に
は
必
す
準
備
運
動
を
し

　
す
ぐ
に
飛
び
こ
ま
な
い
で
静
か
に

　
水
に
入
る
こ
と
．
ま
た
、
飛
び
こ

ー
4
■
7
●
隻
σ
響

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

こ
れ
か
ら
の
防
災
心
得

　
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
と
い
わ
れ
た
諺
は
、
近
年
で
は
通

用
し
な
い
ほ
ど
相
次
い
で
災
害
が
お

き
、
尊
い
人
命
や
莫
大
な
財
産
が
失

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
災
害
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
㎜

て
市
で
は
防
災
会
議
条
例
、
災
害
対

策
本
部
条
例
を
制
定
、
委
員
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
災

日

　
む
と
き
は
、
水
の
ふ
か
さ
や
水
中

　
の
危
険
物
を
よ
く
確
か
め
る
こ
と

．
⑤
顔
や
く
ち
び
る
が
紫
色
に
な
る
ま

　
で
泳
が
な
い
こ
と

　
　
鯛
　
　
．
、
鰐
鱒
細

　
い

　
多
一

　
に
払

　
な
下

　
　
　
ほ

　
ん
才

　
こ
ち

⑥
銑
馨
鼓
の
注
意
娃
す
一

こともの水死は
　　　　一綻数192人の・i

人
6
0

【
⑦
ふ
ざ
け
て
、
お
ぼ
れ
た
ま
ね
や
い

一
た
す
ら
な
ど
は
し
な
い
こ
と

⑧
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
あ
ま
り
沖
へ
出

　
な
い
こ
と

ゑ
ぽ
れ
か
か
っ
た
譲
奪

　
た
す
け
を
も
と
め
る
こ
と

⑩
お
ぽ
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
に
大
声
で
近
く
の
人
に
知
ら

せ
て
竹
ざ
お
や
な
わ
、
う
き
ぶ
く

ろ
な
ど
を
使
っ
て
助
け
る
よ
う
に

す
る
こ
と

人 畿、数192人の，ちi5才以下142人

辮汽 　噛。

　　、
　A一試川う！・Ill

　　　β与
z4，50冒1

16

才
以
上
1
5
才

鰍、灘，

’餅　懇
　　　　　192人覧

6顯藁　　　　56人　燭

繋礁…藍911
　　駅甲

　　　卜’灘て
・3■5％，天

灘凶

B9．8『、＝

　　　　37寡中

192人
吟．3％

　　　用氷堀

　　　用水，留

以
下

記

M
切

覇
影
z

泥

50
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30

20

Io
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0
月

①
火
の
使
用
の
制
限
、
コ
ン
ロ
か
ま

　
ど
な
ど
の
手
入
を
し
て
お
き
煙
突

　
に
は
火
の
粉
止
め
を
つ
け
て
お
く

②
古
く
い
た
ん
だ
電
灯
線
は
屋
内
屋

　
外
と
も
取
り
か
え
る
、
ヒ
ュ
ー
ズ

　
は
規
定
の
も
の
を
使
用
し
タ
コ
足

　
配
線
は
危
険
で
あ
る
か
ら
使
用
し

　
な
い
こ
と
。

①
災
害
の
状
況
は
刻
々
変
化
す
る
か

　
ら
最
も
新
し
い
情
報
を
正
し
く
知

一
　
り
対
処
す
る
。

②
無
用
の
外
出
は
危
険
で
あ
り
家
族

に
災
害
に
対
す
る
備
え
を
完
全
に
し

て
万
一
の
場
合
冷
静
な
行
動
を
と
り

被
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
ま
し
ょ

う
．

今
か
ら
準
備
す
る

も
の

①
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ

　
チ
、
薬
品
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

　
ジ
オ
、
麻
ナ
ワ
等
の
非
常
用
品
を

　
非
常
持
出
袋
に
入
れ
、
持
出
し
易

　
い
場
所
に
お
く
。

②
酊
内
、
部
落
、
職
場
蛍
位
で
避
難

　
方
法
と
避
難
場
所
を
き
め
て
お

　
く
。
火
事
の
場
含
風
上
に
避
難
し

　
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
、
風
向

　
き
別
に
い
く
つ
か
の
場
所
を
考
え

　
て
お
き
、
大
雨
や
洪
水
の
場
合
は

　
危
険
な
川
を
避
け
て
高
台
に
避
難

　
す
る
．

台
風
の
と
き

　
風
、
洪
水
、
火
事
に
よ
る
被
害
が

　
あ
る
．

①
屋
根
、
雨
戸
、
塀
、
煙
突
の
補

　
強
、
庭
木
の
枝
お
ろ
し
や
手
入
れ

　
を
す
る
。

大
雨
の
と
き

　
洪
水
に
よ
る
袖
害
が
あ
る
。

①
山
添
い
の
宅
地
は
崖
崩
れ
の
な
い

　
よ
う
土
ど
め
を
行
う
。

②
溢
水
、
破
堤
し
易
い
場
所
を
た
し

「　
か
め
て
お
く
．

③
非
常
事
態
の
発
生
し
た
と
き
の
連

　
絡
万
法
を
た
し
か
め
て
お
く
（
町

　
内
、
部
落
、
職
場
間
の
連
絡
、
災

　
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
方
法
）

．
異
常
乾
燥
、
フ
エ
ー
ン
現
象

語
・
突
風
の
と
き

火
に
よ
る
被
害
が
あ
る
。

　
に
不
安
を
与
え
る
の
で
つ
つ
し
む

③
避
難
の
と
き
は
、
非
常
持
出
袋
、

　
食
糧
（
パ
ン
類
）
や
飲
料
水
、
漕

　
が
え
、
貴
重
品
を
携
行
し
、
火
を
．

　
消
し
て
、
老
人
や
子
供
に
事
故
の

　
な
い
よ
う
に
し
て
時
機
を
失
し
な

　
い
よ
う
に
避
難
す
る
．

　
被
害
、
ケ
ガ
人
、
病
人
が
で
た
ら
・

　
災
害
対
策
本
部
等
に
連
絡
す
る
。

各
人
が
災
害
時
に
な
す
べ
き
仕
事
を
F

決
め
て
お
き
、
災
害
か
ら
尊
い
八
命
、

や
財
産
を
守
り
ま
し
よ
う
。

市
道
を
使
う
に
は

　
　
　
　
　
占
用
願
い
を
ど
う
ぞ

害
対
策
本
部

し
ヤ
防
災
計
圃
を
樹
立
し
て
災
害
対

策
に
万
全
の
態
勢
を
期
し
つ
、
あ
り

ま
す
。

　
い
か
に
組
織
が
整
備
さ
れ
て
も
市
一

民
全
体
の
協
力
が
な
け
れ
は
、
こ
れ
、

か
ら
予
想
さ
れ
る
豪
雨
や
台
風
に
襲

わ
れ
た
場
合
に
無
事
に
災
害
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い

　
市
道
を
自
己
所
有
の
よ
う
に
使
用

し
て
お
り
ま
す
と
諸
事
の
交
通
に
支

障
と
な
り
、
ま
た
事
故
発
生
の
も
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
道
路
の
巾
員
内

騨

に
諸
材
料
お
よ
び
雑
物
放
置
を
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
定
の
期
間
捜
築
材
料
等
の
置
場

に
使
用
し
た
い
場
合
は
、
市
役
所
建

設
課
に
占
用
願
い
を
出
し
た
上
、
許

可
を
受
け
た
範
囲
内
を
使
用
し
て
下

さ
い
．

　
な
お
占
用
料
の
額
は
別
表
の
と
お

万
で
す
．

（
別
表
）

種
　
　
　
　
別

電
　
　
柱
　
　
類

街
　
　
灯
　
　
類

　
　
標
　
識
　
類

物　
　
広
　
告
　
塔

告　
　
ア
　
チ
類

　
　
放
　
送
　
塔

広　
掲
示
板
、
広
告

　
　
板
、
看
板
類

建
築
用
足
場
及
び

材
料
置
場

日
　
除
、
雨
除
類

土
地
立
入
り

　
東
北
電
力
株
式
会
社
新
潟
支
店
か

ら
つ
ぎ
の
と
お
り
調
査
測
量
の
た
め

戦
没
者
の
妻
に
給
付
金

今
月
中
旬
か
ら
請
求
で
き
ま
す

　
戦
没
者
等
の
妻
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

こ
の
特
別
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、

　
昭
和
†
二
年
七
月
七
日
以
後
に
公

務
上
負
傷
、
ま
た
は
疾
病
に
か
＼
り
，

こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
妻
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年

四
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
扶

助
料
遺
族
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
（
昭
和
†
二
年

七
月
七
日
前
に
公
務
上
負
傷
、
ま
た

。
は
疾
樹
に
よ
り
死
亡
し
た
者
は
該
当

い
た
し
ま
せ
ん
）

　
①
公
務
扶
助
料

　
②
特
別
挾
助
料
③
遺
族
年
金

　
④
特
別
遺
族
年
金
⑤
遺
族
給
与

　
金
　
⑥
旧
令
共
済
組
合
殉
職
年
金

　
⑦
国
鉄
共
済
組
角
殉
職
年
金

　
⑧
郵
政
省
共
済
組
合
殉
職
年
金

　
⑨
日
本
電
信
電
話
公
社
共
済
組
合

殉
職
年
金

⑦
、
⑧
、
⑨
は
も
と
の
陸
軍
、
ま
た

は
海
軍
に
配
属
さ
れ
た
雇
傭
人
に
係

る
。　

特
別
給
付
金
の
額
お
よ

　
び
国
債

　
こ
の
給
付
金
の
額
は
二
十
万
円
と

し
、
十
年
以
内
に
償
還
さ
れ
る
記
名

国
債
で
無
利
子
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
十
月
三
十
一
円
渡
し
一

万
円
で
す
．

　
時
　
　
効

　
特
別
給
付
金
の
請
求
は
、
昭
和
三

土
地
立
入
り
を
す
る
旨
通
知
が
あ
り
・

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

◎
目
的
　
六
〇
K
V
架
空
送
電
線
路
．

新
設
工
事
に
よ
る
調
査
及
び
測
量
の

た
め
．

◎
豆
入
区
域
　
稲
葉
、
山
谷
、
石
橋

小
泉
、
北
、
南
鑓
坂
、
上
之
山
、
樽

沢
、
名
ヵ
山
、
中
手
、
中
平
地
内
．

◎
立
入
期
間
　
昭
和
三
十
八
年
七
月

十
二
日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
．

店

祭
日
、
縁
日

歳
の
市
等
臨

時
の
も
の

単

位
席
塑
備

考

亙
一

本
吾
旦

万
〃

　
月

『

月月月

醇
薮基養

〃

月

1一

ト平

ル方
　メ

月

1一

ト平

ル方
　メ

月

1一

ト平

ル方
　メ

　日

1一
ト平

ル方
　メ

露　
　
そ
　
の
　
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

鉄
道
、
軌
道
敷
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

地下埋設物

穫暴龍
十八も八
cπ伽のcπ
未以i未

口
径
三
〇
傭

以
匡
！

橋
梁
添
架
物

一
矯
難
臓

一
年年

一
平
方
メ

ー
ト
ル

1一

ト平

ル方
　メ

トー
ノレメ

　　i

一
メ
ー

ト
ル

年

ト・一

ルメ

至
トー

ノレメ

　聾

五
一

δ
【

　
　
　
「

一
〇
〇
』

三
〇
Q
道
路
を
横
断
し

　
　
　
　
て
占
用
は
倍
額

二
〇
〇
［

δ
『

二
〇
一

五O
三
〇四五

一
〇

二
〇
、

五
〇

市
長
の
認
定
す
る
額

1
畢
』
9
●
タ
リ
0
6
．

十
八
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
間
に
行

な
わ
な
い
と
時
効
に
よ
り
消
滅
し
ま

す
．

　
請
求
の
時
期
は

　
十
日
酊
市
の
謂
求
書
の
受
付
は
七

月
二
十
日
頃
か
ら
の
予
定
で
あ
り
ま

す
。
た
y
し
、
県
の
受
付
は
八
月
一

　一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

　
な
お
、
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
市

顧
黎
福
祉
霧
所
係
嘉
た
づ
ね
下

一
さ
い
．

2
、
期
日

3
、
会
場

4
、
参
加
者

5
、
参
加
科

6
、
申
込
み

中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
、
そ
の
他

青
少
年
の
集
い

■
、
主
催
　
　
中
魚
沼
郡
十
日
町
市

年
少
者
の
ア
ル
バ
イ
ト
は

社
会
教
育
振
興
会

川
西
町
教
育
委
員
会

8
月
3
昌
、
4
目

（
一
泊
一
百
）

川
西
町
節
黒
城
跡

本
郡
市
内
に
居
住
す

る
B
才
禾
満
の
勤
労

青
少
年
．

50
円

7
月
2
0
目
郡
内
公
民

舘
宛

詳
細
に
つ
い
て
は
公

民
舘
に
お
聞
い
合
せ

下
さ
い
。

　
長
の
許
可
が
必
要
で
あ
り
ま
す
．

二
、
満
十
八
才
未
満
の
者
の
蛍
働
時

間
お
よ
び
休
日

　
満
†
二
才
以
上
、
満
十
五
才
未
満

　
は
就
労
時
間
を
含
め
、
一
日
実
働

　
七
時
間
、
満
十
五
才
以
上
満
†
八

　
才
禾
満
は
一
日
八
時
間
以
内
で
、

　
残
業
や
休
日
に
蛍
働
は
原
則
と
し

て
出
来
ま
せ
ん
．

三
、
満
十
八
才
太
満
の
者
の
就
労
を

　
禁
止
し
て
い
る
業
務
（
抜
す
い
）

①
坑
内
労
働

②
軍
量
物
を
取
扱
う
業
務
お
よ
び
多

　
量
の
高
熱
物
体
を
取
扱
う
業
務
お

灘
、
、
の
低
温
物
件
を
取
扱
う
｝
⑧
題
踵
羅
鍵

③
運
転
中
の
原
動
機
か
ら
中
間
軸
ま
　
　
ま
た
は
こ
れ
に
雌
す
る
業
務
．

　
で
の
動
力
伝
導
装
置
の
注
油
、
掃
⑨
足
場
の
組
立
解
体
、
ま
た
は
変
更

　
除
、
検
査
、
修
繕
ま
た
は
調
帯
の
　
　
の
業
務
。

掛
換
の
業
務
．
　
　
蔑
径
手
葦
以
上
の
立
木
袋

④
直
径
二
十
五
移
以
上
の
丸
鋸
盤
、
　
　
等
に
よ
る
木
材
搬
出
の
業
務
．

　
ま
た
は
動
輪
の
圃
径
七
十
五
移
以
一
⑪
酒
席
に
お
け
る
業
務

上
の
遜
簿
る
木
材
鐘
⑫
霧
遊
興
覆
客
糞
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
の
業
務
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
業
務
。

⑤
杢
擢
機
、
建
は
轟
豊
こ
の
他
女
子
年
劣
働
者
が
労
働
す

　
機
の
取
扱
い
の
業
務
．
　
　
　
　
｝
る
場
合
、
労
働
基
準
法
上
制
約
事
項

⑥
土
砂
の
崩
壊
す
る
お
て
れ
の
あ
る
『
が
あ
り
ま
す
の
で
、
疑
問
の
あ
る
場

　
堤
防
、
ま
た
は
五
麿
以
上
の
地
穴
、
合
は
労
働
基
灘
監
督
署
へ
御
相
談
下

⑦
幾
響
砕
機
に
㎜
さ
り
（
＋
　
　
署
）

　
材
料
を
送
給
す
る
業
務
。
　
　
　
・

夏
の
防
犯

み
ん
な
が
注
意
し
ま
し
よ
う

労
基
法
を
守
っ
て

　
夏
季
休
暇
を
控
え
人
手
不
足
の
お

り
、
学
費
又
は
家
計
補
助
等
の
た
め

学
生
児
童
が
夏
休
み
に
ア
ル
バ
イ
ト

「
を
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

｝
学
生
児
童
等
年
少
者
の
健
康
福
祉
を

保
護
す
る
た
め
に
、
労
働
基
準
法
で

種
々
就
業
を
禁
止
、
制
限
さ
れ
て
お

憂
す
か
羨
の
嘉
に
つ
い
て
充

分
注
意
下
さ
い
．

一
、
満
十
五
才
未
満
の
者
は
製
造
工

　
業
、
土
石
採
取
業
、
土
建
業
、
交

　通

運
輸
業
、
貨
物
取
扱
業
に
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
．

満
十
二
才
以
上
で
満
十
五
才
未
満

　
の
者
を
こ
れ
以
外
の
事
業
に
使
用

す
る
場
合
は
、
労
働
基
準
監
督
署

　
夏
は
例
年
犯
罪
が
、
発
生
し
や
す

い
時
期
で
す
か
ら
み
ん
な
で
、
次
の

よ
う
な
こ
距
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
開
、
盗
難
予
防

　
暑
さ
の
た
め
、
と
か
く
戸
締
り
が

お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
か
ら
寝

る
と
き
は
、
暑
く
て
も
か
な
ら
す
戸

締
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
、
お
祭

り
や
盆
踊
り
そ
の
他
、
人
の
混
雑
し

て
い
る
所
へ
行
く
と
き
は
、
貴
重
品
’

二
、
小
暴
力
の
追
放

　
暴
行
、
傷
害
、
た
か
り
そ
の
他
軽

犯
罪
な
ど
を
追
放
し
ま
し
よ
う
。

　
お
祭
り
や
盆
踊
り
そ
の
他
盛
り
場

に
は
、
チ
ン
ビ
ラ
や
不
良
な
ど
が
入

り
こ
ん
で
、
善
艮
な
人
に
め
い
わ
く

を
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
被
害

を
受
け
そ
う
に
な
っ
た
り
、
ま
た
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
「【

耀
雛
離
鉾
磁
耀

一
幸
に
し
て
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、

　
　
潰
防
団
活
動
資
金
募
集

　
　
東
京
歌
舞
伎
興
行
御
礼

こ
の
た
び
の
標
記
興
行
に
つ
き
ま
し
て
は
多
数
の
ご
賛
同
を
い
た
だ

き
盛
況
の
う
ち
に
無
亭
終
了
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
な
お
興
行
の
益
金

に
つ
い
て
は
関
係
者
と
充
分
協
議
の
う
え
、
消
防
施
設
の
充
実
に
向

け
る
考
え
で
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
顔
い
申
し
上
げ
御
礼
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
．

　
　
昭
和
三
十
八
年
七
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
消
防
団

恐
れ
す
早
目
に
届
け
る
こ
と
．
他
の

人
が
こ
の
よ
う
な
災
難
を
受
け
て
い

る
の
を
知
っ
た
ら
、
す
ぐ
届
け
て
や

り
ま
し
よ
う
．

三
、
ち
か
ん
の
予
防

　
夏
は
楽
し
い
季
節
で
あ
り
ま
す
が

女
性
に
と
っ
て
は
油
断
の
な
ら
な
い

季
節
で
も
あ
り
ま
す
．

①
夜
の
一
人
歩
き
は
し
な
い
こ
と
。

②
夜
は
遠
ま
わ
り
に
な
っ
て
も
、
明

　
る
い
人
通
り
の
あ
る
道
を
選
ん
で

　
歩
く
こ
と
。

③
何
か
の
都
合
で
帰
り
が
お
そ
く
な

　
る
と
き
は
、
家
の
人
に
連
絡
し
て

　
出
迎
え
て
も
ら
う
か
、
ま
た
は
送

　
っ
て
も
ら
う
こ
と
．

④
あ
や
し
い
男
に
あ
と
を
つ
け
ら
れ

　
た
ら
・
近
く
の
家
の
人
に
救
い
を

　
4
0
ハ
▲
■
■
置
冒
ー
ー
ー

防
犯
映
画
会
開

催
お
知
ら
せ

　
　
　
十
日
町
市
防
犯
組
合

一
、
映
画
題
名

　
①
ニ
ュ
ー
ス
十
分

　
②
警
察
日
記
　
一
時
間
三
十
分

　
③
金
髪
姫
五
＋
分

二
、
開
催
日
時
及
び
場
所

▽
七
月
二
十
七
日
（
夜
八
時
）
馬
場

小
学
校
▽
二
十
八
日
（
同
）
六
箇
中

，
学
校
▽
二
十
九
日
（
同
）
大
黒
沢
公

民
舘
▽
三
十
日
（
同
）
飛
渡
第
一
小

学
校
▽
三
十
一
日
（
同
）
東
下
組
小

学
校
▽
八
月
一
日
（
同
）
赤
倉
小
学

校
．

　
求
め
る
こ
と
．

⑤
お
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
に
出
か
け
．

　
た
と
き
は
、
な
る
ぺ
く
早
目
に
帰

　
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．

四
、
少
年
の
不
良
化
防
止

　
児
童
生
徒
は
、
夏
休
み
で
解
放
さ

れ
た
よ
う
な
気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
そ

の
他
の
少
年
は
、
お
祭
り
や
お
盆
な

ど
の
機
会
に
不
良
化
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
＋
分
注
意
が
必
要
で
す
。

①
規
則
正
し
い
生
活

②
服
装
や
態
度
を
キ
チ
ン
と
す
る
。

③
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
．

な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
父
兄
は
監
督

し
、
不
良
化
を
防
止
し
ま
し
よ
う
．

産
業
育
成
資
金

大
い
に
御
利

用
下
さ
い

　
産
業
青
成
資
金
源
資
が
八
七
五
万

円
県
か
ら
き
ま
し
た
の
で
、
市
の
分

と
併
せ
て
一
、
七
五
〇
万
円
を
市
中

銀
行
に
予
託
し
て
中
元
及
び
一
般
の

融
資
に
あ
て
て
お
り
ま
す
．

　
お
盆
の
事
業
運
転
資
金
に
中
小
企

業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
せ
い
ぜ
い
御
活

用
願
い
亭
業
の
振
興
に
努
め
て
下
さ

い
．　

　
　
　
記

一
、
申
込
期
間
　
　
毎
月
末
日

　
市
商
工
課
又
は
商
工
会
議
所
へ

二
、
融
資
限
度
額
　
二
〇
万
円

三
、
利
率
　
　
　
　
臼
歩
二
銭
四
、
厘

四
、
融
資
期
限
　
　
六
ヵ
月
以
内

農
薬
事
故
に

注
意
〃
●

　
こ
れ
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
農
叡

で
は
果
樹
や
水
田
に
害
虫
防
除
の
た

め
、
有
機
燐
製
剤
（
ホ
リ
ド
ー
ル
・

テ
ッ
プ
等
）
の
農
薬
を
散
布
し
ま

す
．
こ
の
農
薬
は
害
虫
防
除
に
大
へ

ん
よ
く
効
く
反
面
、
人
や
家
畜
に
は

非
常
に
危
険
で
す
．

　
こ
れ
ま
で
の
農
薬
事
故
例
を
み
る

と
、
散
布
直
後
の
薬
に
ふ
れ
た
も
の

と
、
農
薬
の
管
理
が
悪
い
た
め
に
お

き
た
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
．

　
こ
れ
ら
の
農
薬
を
散
布
し
た
場
合

に
、
農
家
は
必
す
赤
い
旗
の
衷
示
を

し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
と
え
近
道

で
も
散
布
直
後
の
農
道
を
通
ら
せ
な

い
よ
う
に
子
供
に
注
意
を
与
え
た

り
、
通
行
禁
止
の
立
札
を
た
て
散
布

後
の
地
区
に
監
視
人
を
た
て
農
薬
の

危
害
か
ら
子
供
を
守
り
ま
し
ょ
う
．
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